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■ 近況報告 

➀ 宮城教育大学と連携し、GIGAスクール構想や CS（コンピュータ サイエンス）教育を推進するため、

教材等の整備を進めております。 

 

➁「会則第８条」に基づき、いずみ後援会役員会での承認を経て、令和５年度の新役員が決定いたしまし 

たのでお知らせいたします。 

 

会 長：長澤 奈都召 

副 会 長：粟野 純子 

理 事：大塚 弘恵、深見 香保里 

会 計：浅利 恵、石塚 有美、新沼 香里 

庶 務：小林 朋恵、澤田 安里、早坂 智子 

顧 問：星山 己知郎 

会計監査：高橋 裕子、堀川 佳夏    （五十音順・敬称略） 

 

■ 令和４年度いずみ後援会会費納入、寄付ご協力への御礼と経過報告 

日頃よりいずみ後援会の活動に対し、ご理解とご協力を賜り心より感謝申しあげます。 

会員の皆様よりお預かりいたしました令和 4年度入会金、年会費、奨学寄付金について下記のとおりご

報告いたします。 

入会金・年会費は、公開研究会への教材購入・運営の助成として活用いたしました。また、掲示板に寄

せられた児童・先生のご要望の中から低音オルガン「バスマスター」、図工に使用するカラーコップ、体育

で使用するソフトバレーボールなどを購入し、教育環境の充実を図りました。 

奨学寄付金は、委任経理金という名称に変わり、宮城教育大学へ寄付し、決済は大学に一任されます。

今年度は３年ぶりに実施することができた先進校視察とエアコンの維持費等に支出いたしました。詳細に

ついては、４月に行われる総会にてご報告いたします。 

ご寄付をいただきました会員の皆様に深く御礼申しあげますとともに、来年度もいずみ後援会の活動に

引き続き変わらぬご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

 
収入項目 金 額 備 考 

入 会 金 3，870，000円 新入学 119名×30，000円、転編入生 11名(10名)×30，000円※うち 1名は

過去に入会履歴があり、入会金徴収済のため改めての入金なし。 

年 会 費 1，428，000円 児童数 714名×2，000円 

奨学寄付金 1，460，000円 一口 2，000円×714口、寄付金 32，000円 

合 計 6，758，000円  

 

宮城教育大学附属小学校 
いずみ後援会 会員の皆様 

vol.3 

活動の透明性を大切に、いずみ後援会役員一同、尽

力させていただく所存です。 

今後とも皆様のご協力とご理解を賜りたくお願い

申しあげます。 

いずみ後援会は、「教育後援会」と呼ばれる PTAとは別の独立した組織です。教育後援会は全国の附属学校（国立大学に附属し

た学校）にあり、保護者が主体となり運営されています。本校のいずみ後援会は、平成１２年（２０００年）に設立されました。

その目的は、学校やPTAではまかなえない資金面の補助をすることにあり、「附属学校ならではの豊かな教育活動・教育環境」を

サポートしています。 

運営の手順としては、学校や会員の皆様からの要望や依頼を受け、いずみ後援会役員会にて協議・精査したのち、物品の購入ま

たは補助、先生方への教育活動支援をするという形をとっております。役員一同、皆様の声を大切にしながら、学校側と協力し、

より良い子供たちの学校環境づくりに尽力したいと思っております。今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

 


